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　　　　　　　　寒冷前線通過による関東地方の降水と雲城の特徴

Characteristics of the Cloud Pattern and the Rainfall area in Kanto area

　　　　　　　　　　　associatedwith Passing Cold Front.

土屋　昭夫＊

Akio Tsuchiya

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　The relationship between the cloud pattern and the rainfall area in Kanto area caused by

ａ passing　cold front is examind.The result are as follows:

(1) When there is pricipitationin Kanto area, an organized cloud area develops on the cold

front with a cirrus buldge, which passes over Kanto area.

（2）Ｗｈｅｎthere is few precipitation, the cloud band associated with the cold front is poor

and there is no formation of the organized cloud area.

１。はじめに

　日本海低気圧に伴う寒冷前線が関東地方を通過する

際、中部山岳の地形効果を受けるため風下側に位置す

る関東地方の天気予報(特に降水の有無や降水量)は

難しいと言われている。

　そのため各方面から調査が行われ、長谷川(1)による

と低気圧が日本海西部にあるとき中心から南西にのび

る前線対応の雲バンドの暖域側にこの雲バンドと直交

する下層雲域(層積雲の場合が多い)が発生しないど

吹き上げ型”になる。この下層震域は低気圧前面に南

東風が見られる場合に発生し南西から西南西風の場合

は発生しないとしているが、多くの実例をもとに出し

た結論ではないと述べている。

　東京管区気象台(2)(3)は、寒冷前線の通過時に降水が

日本海側に限られるタイプと、関東までの全域で降る

タイプについて、アメダスによる気温や風の変化、Ｊ

ＳＭによる地上気圧場、相当温位及びその移流場など

の特徴を調べている。それによると全域で降水がある

場合は日本海側に限定される場合に比べ、前線前面で

＊　気象衛星センター　解析課

(1997年10月１日受領、1997年11月17日受理)

-

の気温の上昇と後面での下降が顕著で前線の通過に伴

う風向の変化も明瞭である。さらに、前線前面で全層

にわたり対流不安定で、前線付近では下層の暖湿移流

と上層の寒乾移流が活発であり、地上気圧分布では東

海から関東にかけ弱い低圧部が発生する。降水が日本

海側に限定される場合、寒冷前線付近では7 0 0 hPa

より上層では安定成層で、下層暖気移流は前線が日本

海側から太平洋側に進むに伴い弱まることなどが調べ

られている。しかし、長谷川が述べた寒冷前線対応の

霊バンドに直交する下層霊域は調査対象になく、低気

圧前面の南東風の存在については記述されていない。

　このように寒冷前線通過に伴い関東で雨が降る場合

と降らない場合では、前線付近の構造に大きな差があ

ることが明らかにされているが、寒冷前線や暖域内の

震域の特徴についてはまだ十分な調査が行われていな

い。そこでこの調査では衛星画像（特に動画）から、

寒冷前線通過に伴い関東地方で雨が降る場合と降らな

い場合の霊域の特徴を調べ、予報現場で利用できる資

料としてまとめた。
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２。資料と調査方法

　調査期間は1995年６月から1996年７月である。事例

は地上天気図から、寒冷前線が本州を通りその時の低

気圧が日本海やサハリン付近に位置する日とした。そ

の内、寒冷前線が本州を通過する際に、関東地方が他

の系の低気圧や前線などの影響（例えば、南岸低気圧

や停滞前線などによる影響）を受けていないと判断し

たものを選んだ。これらの事例について、アジア太平

洋領域及び極東領域の毎時の赤外画像（以下、雲画像

３

３。

が降

と呼ぶ）による動画で寒冷前線対応の雲域を観察した。　ご

更に関東地方が、地上天気図だけでは判断できなかっ

た擾乱（例えば、北東気流による下層雲域）などの影

響を受けている事例を除き、最終的に34事例(Table

1）を選んだ。

　この中から関東で雨が降った事例と降らなかった典

事例解析

１

寒冷前線の通過に伴い、関東のほぽ全域で雨

った事例

型的な各１例について事例解析を行９だ．事例解析は　　Fig. 1-1

地上天気図による寒冷前線の解析結果、レーダーエコ

ーによる削減の把握、及び雲画像と数値予報資料の

ＧＰＶを重ねて表示し、霊域の特徴及び雲域が出現し

ている場について調査を行った。

　なお、地上天気図は印刷天気図とASASを用いた。

レーダーエコーはＦＡＸで送画されている毎時のレー

ダーエコー合成図（全国）を用いた。数値予報資料の

ＧＰＶは、Ｌ-ＡＤＥＳＳで航空広域用として配信されてい

るものを用いた。

　さらに、事例解析から得られた霊域の特徴などが、

他の事例でどの程度現れるかを調べ、関東地方を通過

する寒冷前線対応の霊域のモデル図（降水の有無別）

を作成した。
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Surface weather chart at 12UTC Jan.07.

1996.

タ 　　Ｊ

７ｔＭ･

Fig. 1-2　Surface　weather

　　　　　　　Jan.08.1996.
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事例1 : 1996年１月７－８日

①地上天気図からみた寒冷前線の特徴（寒冷前線は関

東地方を８日の日中に通過した）

・1996年01月07日12UTC (Fig. 1-1)

　低気圧が日本海中部にあり寒冷前線が対馬海峡を通

　り華南方面にのびる。

・1996年01月08日００ＵＴＣ（Ｆｉｇ.1-2）

　低気圧が日本海北部に進み、寒冷前線が紀伊半島付

　近を通り、南西諸島から華南方面にのびる。

・1996年01月08日０６ＵＴＣ（Ｆｉｇパー3）

　低気圧が北海道南部にあり、中心から閉塞前線が北

　海道の南海上にのび、そこから寒冷前線が東海地方

　の南海上を通り、南西諸島の南海上に達する。

②レーダーエコーから見た特徴

　低気圧暖域内のエコー(Fig. 2-1、ア）が九州と四

国およびその南海上にあり、東進しながら拡大する。

寒冷前線対応のレインバンド(Fig. 2-2、イ）が日本海

で明瞭化して本州上をゆっくり東進する。その後、暖

域内のエコー(Fig. 2-2、ア）は南海上で次第にライ

ン状に並び、寒冷前線に対応するレインバンドとなる。

本州を東進するレインバンド(Fig. 2-3、イ）が北関

東に、西目本の南海上を北東進するレインバンド

　(Figバト3、ア）が南関東に入る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

‐
↑
ｒ
‐
－
Ｉ

　
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
ｌ
Ｉ

　
　
’
Ｉ
Ｉ
ｉ

　
　
　
ｔ
‐
Ｉ

　
　
―
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１

　
　
Ｉ
ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ

い　　　　　　　゛･蜀し　,,,! ;･''………

ﾄﾞ｀に　　　，‥ヴ‘¨ll鴫,ジ　　メ｜｜

Fig. 2-2　Rader-echo chart at OOUTC Jan. 08.1996.
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2-３　Rader-echo chart at 06UTC Jan.08 .1996.

③霊画像及びＧＰＶから見た特徴

時刻:1996年01月07日12UTC (Fig. 3-1)

　大陸から500hPaのトラフ前面を進む上層雲のバル

ジを伴う霊域㈲が東進して日本海に入る。 500hPaの

トラフは慟海付近に位置し日本付近の500hPaの風向

は西北西から西風が卓越する。 850hPa のθｅの集中帯

は華中から朝鮮半島を通り日本海にのびる。高θｅの

移流域(暖域内におけるθｅの正の移流域、以下同様)

は東シナ海から西日本を通り日本海中部にのびる。こ

の移流域の西日本及びその南海上から東シナ海に対流

霊(b)があり、この後北上しながら霊域を拡大して九州

から紀伊半島の沿岸部に入る。
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Fig. 3-1　GMS-5 infra-red image at 12UTC Jan. 07.1996. with objective analysis of θｅon 850hPa surface

　　　　　　(Ｋ white thin line), wind (white arrow) at 850hPa surface, ぐａt500hPa surface (in 10-Vs black

　　　　　　thick line) .height at 500hPa surface (in m black thick dashed line), X denotes the C maximum ，

　　　　　　a,b,･･ denotes the cloud area.

　関東の南東海上では地上高気圧の存在を示唆する下

層雲の高気圧性循環が明瞭(動画で確認できる、GPV

でも明示されている)で、その西端の紀伊半島付近(ｃ)

では下層雲の北上が顕著である。大陸から黄海に進む

上層雲主体の雲域(d)がある。

時刻:1996年01月08日００ＵＴＣ(Ｆｉｇ.3-2)

　日本海の上層雲のバルジを伴う雲域(ａ)は発達しなが

ら北日本に入り、500hPaの対応するトラフは日本海

北部から朝鮮半島北部に位置する。日本海中・西部の

大陸側および黄海では大陸からの寒気移流を示す筋状

の対流雲(ｅ)が発生する。東シナ海の上層雲主体の震域
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　(d)は東進して東シナ海の対流雲と重なった後、さら

に進んで西日本の対流雲と重なり、ひとつのまとまり

のある雲域として発達する。この震域に対応するトラ

フは東シナ海の北部に位置する。南海上から北上する

北海道の西海上に達する。その南側の高θｅの移流域

は西日本の南海上を通り東海・関東地方に達する。北

日本にかかる雲域(ａ)はθｅの集中帯に、西日本の雲域

(b)は高θｅ移流域にほぼ位置する。
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Fig. 3-2　GMS-5 infra-red image at OOUTC Jan.08.1996.

　　　　　　Superimposed items are same as Fig.3-1.

下層雲(ｃ)が本州南岸で雲域(d)の南端に次々と入り込む。

　850hPaのθｅの集中帯は東シナ海から九州を通り　　時刻:1996年01月08日06UTC (Fig. 3-3)
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　北日本を通過中の震域(ａ)は上層雲のバルジの曲率を

強め南北に立ちながら東北東進し、雲域の南端が北関

東を通り、東北南部から北陸・甲信・関東北部を中心

に雨となる。震域(d)は活発な対流言を含み、東海・北

陸から関東を通過し、主として東海から関東南部が雨

となる。この霊域に南海上から北上する下層雲(ｃ)が入

１

Ｖ

り込む。日本海では上層トラフに伴う強い寒気を示唆

する対流霊(f)が発達し、黄海や東シナ海は寒気移流を

示す筋状の対流霊(ｅ)が発達する。

　北日本を通過中の霊域に対応する500hPaのトラフ

は日本海北部から中部に、関東を通過中の霊域に対応

するトラフは九州南東海上にある。北日本を通過中の
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Fig.3-3　GMS-5 infra-red image at OOUTC Jan. 08.1996.

　　　　　Superimposed items are same as Fig. 3-1 except for the　result　of　ＮＷＰ(18hours prediction)
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霊域㈲は850hPaθｅの集中帯に、関東を通過中の霊域

(d)は高θｅ移流域にほぽ位置する。

３ ２

寒冷前線の通過に伴い、関東でほとんど雨が

降らなかった事例

Fig.4-1　Surface weather chart at OOUTC Jan. 03

　　　　　　1996.

事例2 : 1996年１月３－４日

①地上天気図からみた寒冷前線の特徴（寒冷前線は関

東地方を３日の夜間に通過した）

・1996年01月03日００ＵＴＣ（Ｆｉｇ.4-1）

　低気圧が日本海北部にあり、寒冷前線が対馬海峡を

　通り九州の西海上にのびる。

・1996年01月03日12UTC (Fig. 4-2)

　低気圧が日本海北部にあり、中心から閉塞前線が北

Fig.4-2　Surface weather chart at 12UTC Jan.03.

　　　　　　1996.

　　ｌ/
・

゛｀;
1ﾀﾌ5!

7j゛

ﾌﾞI‘j' 二　＼1

Fig.4-3　Surface weather chart at OOUTC Jan.04.

　　　　　　1996.

海道の南海上にのび、そこから寒冷前線が本州沿岸　　ア）した後ほぽ停滞するが、東北地方ではエコーの一

　部を通り九州南部に達する。

・1996年01月04日OOUTC (Fig. 4-3)

　低気圧が間宮海峡付近にあり、閉塞前線がサハリン

　の東海上から日本の東海上にのび、そこから寒冷前

　線が父島近海にのびる。

②レーダーエコーから見た特徴

　日本海で寒冷前線対応のレインバンド(Fig. 5-1,

７）が明瞭化し，本州の日本海側まで東進(Fig. 5-2,

部が太平洋側に抜ける(Fig. 5-2,イ)。関東地方の北

部山沿いには日本海側のエコーの一部(Fig. 5-2,ウ)

が入る。関東の南海上に低気圧の暖域内のエコー

　(Fig.5-1,エ). (Fig. 5-2,エ)が明瞭化するが東

～東北東進して沿岸部には上陸しない。

③雲画像及びＧＰＶから見た特徴

時刻:1996年01月03日００ＵＴＣ（Ｆｉｇ.6-1）

　500hPaのトラフが日本海西部に入り、本州は西南
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西から南西風の場となる。このトラフ前面を東進する

上層雲主体の霊域が日本海を北東進中の下層震域と重

なり、日本海北部で上層雲のバルジを持つ霊域㈲に発

達を始める。この霊域から雲バンド(b)が若狭湾沖にの

びるが雲バンドの幅が狭く対流言の活動が弱い。地上

天気図や850hPaのθｅの等値線から見て暖域内の雲

バンドであり、この後上層雲が先行して下層雲は不明

瞭化する。

　また日本海中部から山陰地方を通り九州の西海上に

達するやや雲頂高度の低い別の雲バンド(ｃ)があり寒冷

前線と対応がよい。日本海西部の500hPaトラフ直下

付近にはまとまりのある対流霊域(d)が形成される。本

州の南海上には対流雲㈲があり北上成分が弱くほぼ東

進する。
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Fig.5-1　Rader-echo chart at OOUTC Jan.03.1996.
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Fig.5-3　Rader-echo chart at OOUTC Jan. 04.1996.

　850hPaのθｅの集中帯は対馬近海から沿海州にの

び、その南の高θｅ移流域は日本海中・北部である。し

かし、東口本には強い暖湿移流域は形成されていない。

西日本は相対的には高θｅ域ではあるが西風が卓越し

ているため負のθｅ移流域となり対流言の発達がない。

時刻:1996年01月03日12UTC (Fig. 6-2)

　日本海北・中部で下層雲と重なっていた上層雲(ａ)は

下層雲を発達させながら先行して北海道から東北地方

を通過して東海上に抜ける。寒冷前線と対応のよい震

域(ｃ)は拡大しながら東に進み、北日本から紀伊半島付

近までのびる。しかし、雲バンドを構成する下層震域

は中部山岳でせき止められて関東地方には入らない。

本州の南海上では引き続き対流雲(ｅ)が東進する。

　850hPaのθｅ集中帯は西日本の南海上から東海地

方を通り北日本にのび、日本付近は広い範囲で負のθｅ

移流域となる。

時刻:1996.01.04.00UTC (Fig. 6-3)

　北日本から紀伊半島付近にのびていた震バンド(ｃ)は

東進中に震城の一部が一時的に北関東に入るが南部に

は広がらずに日本の東海上に抜け、関東の南東海上で

急速に震域(f)が拡大する。

　500hPaのトラフは日本海北部にあり、850hPaの

θｅ集中帯は日本の東海上に抜ける。

３。３　事例解析のまとめ

　事例解析の結果を以下にまとめる。

（1）関東地方で雨が降った場合

①寒冷前線に伴う幅広い雲バンドが形成され、雲バン

　ド上に上層雲のバルジを伴う震域が発達する。

②低気圧の暖域内では高θｅ移流に対応して対流雲

　が活発で、南海上では下層雲が高気圧性の循環を持

　ち北上する。

（2）関東地方で雨が降らなかった場合

①寒冷前線に伴う雲バンドの形成が弱く、雲バンドは

　中部山岳を越えられない。

②低気圧の暖域内ではθｅの移流が弱く対流雲が不
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Fig.6-1　GMS-5 infra-red image at OOUTC Jan.03.1996.

　　　　　Superimposed items are same as Fig.3-1.

活発で、暖域内の南海上の下層雲は北上しない。

４。関東地方を寒冷前線が通過する際の霊域の特徴と

関東地方の降水（統計調査）

　本州上を通過する寒冷前線とその周辺の震域につい

て雲画像の動画から、以下の５項目の特徴の有無を調

べ、関東地方の降水と対応させた。関東地方の降水は

毎時のレーダーエコー合成図により、前線通過期間の

エコーの出現領域を重ね合わせた図を作成し、「全域」

にエコーが出現している場合を「全域」、「80％以上

100％未満」出現している場合を「ほぼ全域」、「50％以

上80％未満」出現していて出現領域にかたよりがある

場合に「南部･北部中心」、「10％以上50％未満」を「－
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部」、「10％未満」を「なし」とした。なお、このエコ

ー出現率の判断は目視により行った。

①低気圧の暖域または南側に下層雲の高気圧性循環

　　（直径1000km程度）があるか。（高気圧後面の高θｅ

　の移流域に注目していることに相当）

②低気圧の雲域に南側から入り込む暖域内の下層雲が

　見えるか。（暖域内の高θｅの移流とその方向に注目

　していることに相当）

③暖域内及び寒冷前線付近で対流雲（Cb）が活発であ

　るか。但し雲バンドが本州上を通過中に対流雲が急

　速に衰弱することがあるので、対流雲の存在のみで

　なく変化（発達･衰弱）傾向から判断する。（下層の

　暖湿移流及び大気の成層状態に注目していることに

　相当）

Fig.6-2　GMS-5 infra-red image at 12UTC Jan.03.1996.

　　　　　Superimposed items are same as　Fig.3-1.
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④寒冷前線に対応した雲バンドが形成されるか、形成

　された雲バンドが本州にかかるとき、その幅は本州

　中部地方の幅の何倍程度か。(寒冷前線の活発さに注

　目していることに相当)

⑤雲バンドが形成されたとき、その雲バンド上を東進

する上層雲のバルジを伴う雲域があり、組織的な雲

域(多層構造を持つまとまりのある雲域)を伴って

いるか。(雲バンドの発達傾向に注目していることに

相当。なお、雲域の発達程度の指標としては気象衛

星センター(4)がある。)
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Fig.6-3　GMS-5 infra-red image at OOUTC Jan.04.1996.

　　　　　Superimposed items are same as　Fig.3-1.
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調査結果をTable. 1に示す。①から④までは気象衛

星センター解析課で寒冷前線対応の霊域を観察する

際の一般的な注目点で、⑤は事例解析から関東地方

の降水と関係が深いと思われるものである。以上の

結果をまとめてTable. 2に示す。

　関東のほぽ全域で雨となる事例では、寒冷前線に

対応する厚く幅広い霊バンドが形成され、上層雲の

バルジを伴う組織的な霊域が霊バンド上を東進して

関東地方を通過する。低気圧の暖域内や寒冷前線付

近の対流雲が活発で、暖域内の高気圧性循環や下層

雲の北上も多い。霊バンド上を次々と上層雲のバル

ジを伴う組織的な震域が関東地方を通過する例も何

例かあり、この場合は関東地方の降水量が多くなっ

ているようである。

　関東地方で降水がない事例では、寒冷前線に対応

した明瞭な霊バンドが形成されない場合や、形成さ

れても下層雲が主で多層構造を持つ厚い雲バンドに

まで発達しない場合である。日本海側に形成される

寒冷前線対応の霊域が下層雲主体の場合、その霊域

は中部山岳を越えることができず、関東地方ではほ

とんど雲の出ない例も多い。

　関東地方の一部で雨が降る事例は、ほぽ全域で雨

の降る場合の雲域に比べ霊バンドの厚みや幅が狭い

場合、霊バンド上を東進する上層雲のバルジを伴う

霊域の発達が弱い場合や発達しても関東地方を通過

しない場合などである。

５　考察

　雲画像からみて関東地方のほぼ全域で雨が降る場合

　は、

①寒冷前線に対応した幅広い雲バンドが形成され、雲

　バンド上を上層雲のバルジを伴う組織的な霊域が関

　東地方を通過する。

②低気圧の暖域の南海上で下層雲が北上し、暖域内の

　対流言が発達する。

　一方雲雨像からみて関東地方でほとんど雨の降らな

　い場合は

③寒冷前線に対応した雲バンドの形成が弱く、中部山

　岳を越えられずに弱まる。

④低気圧の暖域の南海上で下層雲が北上せず、暖域内

　の対流言の発達も弱い。

　①の幅広く上層雲のバルジを伴う雲域は、上層トラ

フとの対応が明確であったり下層暖湿気の流入が強い

ことを示す。②は暖域内の高気圧性循環の明瞭化とそ

の縁辺流による下層雲や暖湿気の移流を示していると

いえる。従って①は寒冷前線が中部山岳を山越えして

も弱まりにくい雲バンドの性質を、②は暖湿気が北上

しやすい場を示していると考えられる。こうした構造

は寒冷前線がアナフロント型であることを示唆する。

　一方③は寒冷前線の活動が弱く、④は暖域内での暖

湿気の北上が弱く成層状態が比較的安定であること示

している考えられる。こうした構造は寒冷前線がカタ

フロント型であることを示唆する。

　事例解析・統計調査の結果や考察から寒冷前線付近

の霊域分布の複式図(Fig. 7)を作成した。関東地方

のほぽ全域で雨が降る場合は「寒冷前線対応の幅広い

雲バンド」と「雲バンド上の上層雲のバルジを伴う組

織的な霊域」、「低気圧の暖域内を北上する下層雲」が

特徴である。関東地方でほとんど雨の降らない場合は

　「寒冷前線に対応した幅が狭く発達の弱い雲バンド」

と「日本の南海上を北上せず東進する下層雲」が特徴

である。

　なお、関東の一部で雨の降る場合は全域で雨の降る

場合に比べ雲バンドの発達が弱い場合や、上層雲のバ

ルジを伴う雲域が関東地方の中心を通過しない場合な

どであり、一つの複式図にまとめることは難しい。

　関東を含めた広い範囲に雨が降る例では、上層トラ

フの位置や霊域の発達を示唆する上層雲域、寒冷前線

対応の雲バンドの形成や発達程度、暖域内の対流言の

発生状況や活発化、暖域内の下層雲の北上など雲画像

　（特に動画）により解析できる特徴が多い。雲画像で

こうした特徴に着目することにより寒冷前線通過時の

関東における降水の有無の予想について有益な情報が

得られるだろう。
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Table 1　The relationship between the cloud pattern and rainfallin Kanto associated with cold front

　　　　　　　passing

　　　　　　　　Table.1　事例日の霊域の特徴と関東地方の降水（①～⑤項目については本文参照）

No. 年月日 関東の降水 ①Ｈ循環　②下層雲　　③対流雲　　④雲バンド　　⑤Ｃｉと組織化

１ 95.07.17 全域 －　　　　　－　　　　　０　　　　　　２　　　　　　　０

２ 95.08.31 全域 －　　　　　－　　　　　０　　　　　　２　　　　　　　０

３ 95.10.24 全域 ○　　　　　○　　　　　０　　　　　　１　　　　　　　０

４ 95.11.07 全域 ×　　　　　－　　　　　０　　　　　　２　　　　　　　０

５ 95.11.20 全域 ○　　　　　○　　　　　0　　　　　1.5　　　　　　0

６ 96.01.08 全域 ○　　　　　○　　　　　０　　　　　　２　　　　　　　０

７ 96.03.17 全域 △　　　　　△　　　　　０　　　　　　２　　　　　　　０

８ 96.03.30 全域 ○　　　　　○　　　　　０　　　　　　２　　　　　　　０

９ 96.07.05 全域 －　　　　　－　　　　　０　　　　　　２　　　　　　　０

10 95.08.10 ほぼ全域 ○　　　　　○　　　　　０　　　　　　１　　　　　　　０

11 95.09.14 ほぼ全域 －　　　　　○　　　　　０　　　　　　２　　　　　　　０

12 95.10.05 ほぼ全域 ○　　　　　○　　　　　０　　　　　　２　　　　　　　０

13 95.11.14 ほぼ全域 ×　　　　　○　　　　　△　　　　　２　　　　　　　△

14 96.06.18 ほぼ全域 ×　　　　　○　　　　　０　　　　　　１　　　　　　　０

15 95.08.21 北部中心 ○　　　　　○　　　　　０　　　　　　１　　　　　　　△

16 95.09.03 北部中心 －　　　　　－　　　　　０　　　　　　２　　　　　　　△

17 96.06.03 北部中心 ×　　　　　　×　　　　　　△　　　　　　１．５　　　　　　　　△

18 95.10.31 南部中心 ×　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　　１　　　　　　　　　×

19 95.08.27 一部 ○　　　　　○　　　　　△　　　　　×　　　　　　　　　　×

20 95.09.11 一部 ×　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　　１　　　　　　　　　△

21 95.09.27 一部 －　　　　　　－　　　　　　×　　　　　　　１　　　　　　　　　×

22 95.10.16 一部 ×　　　　　○　　　　　△　　　　　0.5　　　　　　　△

23 95.11.10 一部 X　　　　　　X　　　　　　X　　　　　　0.5　　　　　　　　×

24 95.12.24 一部 ×　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　　１　　　　　　　　　×

25 96.01.14 一部 ○　　　　　○　　　　　0　　　　　1.5　　　　　　　△

26 96.06.30 一部 ×　　　　　　　×　　　　　　０　　　　　　１　　　　　　　×

27 95.09.07 なし ×　　　　　　×　　　　　　△　　　　　　　２　　　　　　　　　×

28 95.11.26 なし Ｘ　　　　　　Ｘ　　　　　　Ｘ　　　　　　０．５　　　　　　　　×

29 95.12.14 なし ×　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　　１　　　　　　　　　×

30 95.12.22 なし Ｘ　　　　　　Ｘ　　　　　　Ｘ　　　　　　０．５　　　　　　　　×

31 95.12.31 なし ×　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　　１　　　　　　　　　×

32 96.01.03 なし Ｘ　　　　　　Ｘ　　　　　　Ｘ　　　　　　０．５　　　　　　　　×

33 96.02.08 なし △　　　　　O　　　　　0　　　　　1.5　　　　　　△

34 96.06.28 なし ×　　　　　　×　　　　　　△　　　　　　　１　　　　　　　　　×

○；あり、×：なし、△；一部あり、－；不明、太字は事例解析日を示す
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Table 2　Summary of the relationship between cloud pattern and rainfallin Kanto associated with cold

　　　　　　frontpassing.

関東地方の降水面積 事例数 雲　域　の　特　徴

ほぼ全域で降水あり １４ ・発達した雲バンドが形成される

・寒冷前線や暖域内の対流雲が活発である

・暖域内の高気圧性循環が明瞭で、暖域の下層雲が低気圧の雲

　域に向かって北上する

・上層雲のバルジを伴う組織的な霊域が雲バンド上を東進する

一部で降水あり １２ ・雲バンドが形成されるが幅が狭く発達もやや弱い

・上層雲のバルジを伴う組織的な雲域が雲バンド上に発生しな

　い

・上層雲のバルジを伴う震域が雲バンド上を東進する場合はバ

　ルジを伴う震域が小規模であるか関東地方を外れて通過する

降水なし ８ ・寒冷前線対応の雲域が明瞭化しない

・寒冷前線対応の雲バンドが発生する場合では、雲バンドの発

　達が弱く、中部山岳を越えられない

・寒冷前線対応の雲バンド上を東進する上層雲のバルジを伴う

　震域は見られない

・暖域内の対流雲は北上成分が弱く前線の雲バンドの前面を東

　進する

関東地方の広い範囲で雨の降る場合
ｇ
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関東地方で雨の降らない場合
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組織的な霊域

対流言列

低気圧に伴う雲域

Fig ｡７　Schematic of the cloud pattern associated with cold front｡(right: few precipitation, left:full

　　　precipitation in Kanto) thick dotted area denotes thick cloud area.
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